
C －33　 北陸地方小・中学生男子の身体計測の一考察

金沢大教育　○木越美和子

富山大教育　　 石原　 ミキ

金沢女短大　　 西田　政恵

1. 体格の向上にともない，衣服寸法の基準を設定す

る目的で男女小・中学校生徒の身体計測を行なった。こ

の資料により男子学童生徒の発育過程について2,   3 の

考察を試みた。

2. 資料は41年金沢市菊川小学校,城南中学校生徒506

人を，衣服寸法に関する24項目について計測したもので

ある。今回は

(1) 北陸 地方と た

めの全国平均との比較をした。

②　中学生については胸囲／胴囲と腰囲／胸囲の相関

表を作成して胸部体型の変化を考察した。

3.     (1)     a. 身長，総丈，腸骨韓高，後胴高，背肩幅

足長，体重は大差なく，

b. 袖丈，膝高はやや劣る。

Ｃ。胸囲，股の高さは優位。

d. 腰 囲，大腿最大囲，上腕最大囲は劣る。

e . 股上前後長，首つけ根囲は小学生で優位，中学生

で劣る。

f. 胴 囲，若年で大差ないが年齢がすすむと劣る。

g. 頭 囲，若年で劣るが中学生は大差なし。

h. 右肩中心→WL 後 中心，右肩中心→ＷＬ前中心は
中学生で優位。

②　中学生の胸部体型は胸囲が多く，胴囲，腰囲のし

まった体型のものが年齢が進むに従って増加する。


